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は
じ
め
に

　

稿
者
は
以
前
貞
応
元
年
十
一
月
廿
日
定
家
奥
書
を
有
す
る
古
今
集
三
本

を
も
と
に
そ
の
本
文
に
つ
い
て
考
察
し
た（

（
（

（
以
下
前
稿
と
称
す
る
）。
但
し
、

そ
れ
ら
の
本
に
は
い
ず
れ
も
貞
応
二
年
七
月
廿
二
日
定
家
奥
書
本
な
ど
と

の
校
合
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
十
分
な
成
果
を
上
げ
た
と
は

言
い
が
た
か
っ
た
。
今
回
は
、
そ
の
後
新
た
に
調
査
す
る
事
を
得
た
二
本

に
つ
い
て
報
告
す
る
こ
と
と
す
る
。
二
本
の
調
査
に
よ
っ
て
、
前
回
貞
応

元
年
十
一
月
廿
日
本
の
性
格
と
し
た
こ
と
が
ら
の
一
部
に
疑
義
を
生
じ
た

と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
取
り
あ
え
ず
は
調
査
報
告
に
止
め
た
い
。

　

前
回
報
告
し
た
の
は
左
記
の
三
本
で
あ
る
。

　

ア
、
國
學
院
大
學
図
書
館
蔵
（
貴
重
書
一
八
五
一
）〔
南
北
朝
〕
写
本

一
帖

　

イ
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
（
H
─
六
〇
〇
─
一
一
七
七
）
文
永
十

年
写
・
伝
二
条
為
世
筆
本
一
帖

　

ウ
、
国
文
学
研
究
資
料
館
初
雁
文
庫
蔵
（
一
二
─
一
九
）
承
応
三
年
沢

田
言
崇
写
本
一
冊

　

今
回
紹
介
す
る
の
は
以
下
の
二
本
で
、
い
ず
れ
も
存
在
が
知
ら
れ
て
い

た
の
で
あ
る
が
、
稿
者
の
不
注
意
も
あ
っ
て
、
前
回
報
告
で
き
な
か
っ
た

も
の
で
あ
る
。

　

エ
、
公
益
財
団
法
人
阪
本
龍
門
文
庫
蔵
（
九
上
─
七
五
三
）
貞
享
四
年

貞
応
元
年
十
一
月
廿
日
定
家
奥
書
本
古
今
集
考
（
続
）

川
上　

新
一
郎
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田
村
宗
永
透
写
浄
弁
筆
本
一
冊

　

オ
、
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
（
九
一
一
、
二
三
─
イ
一
八
五
）

〔
鎌
倉
中
期
〕
写
・
宝
治
二
年
真
観
奥
書
本
一
帖

　

エ
は
川
瀬
一
馬
氏
『
龍
門
文
庫
善
本
書
目
』（
昭
27
刊
、
再
版
昭
57
刊
）

田
村
右
京
大
夫
宗
永
遺
書
の
部
七
五
三
番
に
掲
げ
ら
れ
、
解
説
中
に
「
貞

応
元
年
十
一
月
の
定
家
の
原
識
語
」
と
見
え
て
い
た
。

　

オ
は
呉
文
炳
氏
『
国
書
聚
影
』（
昭
37
刊
）
一
番
に
書
影
と
吉
田
幸
一

氏
の
解
説
が
あ
り
、
奥
書
も
引
用
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
な
ぜ
か
貞

応
元
年
奥
書
部
分
が
貞
応
二
年
奥
書
に
誤
ら
れ
て
お
り
、『
天
理
図
書
館

稀
書
目
録　

和
漢
書
之
部
第
五
』（
平
22
刊
）
の
刊
行
に
よ
っ
て
初
め
て

気
づ
い
た
も
の
で
あ
る
。

　

以
下
両
者
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

一
、
龍
門
文
庫
本

公
益
財
団
法
人
阪
本
龍
門
文
庫
蔵
（
九
上
─
七
五
三
）
本

　

古
今
和
歌
集
二
十
巻

　
　

貞
享
四
年
田
村
宗
永
透
写
・
貞
享
五
年
、
元
禄
元
年
宗
永
校
合

一
冊

　

袋
綴
。
縹
色
地
金
泥
松
秋
草
霞
文
様
表
紙
（
二
七
・
六
×
二
〇
・
三
糎
）。

外
題
な
し
。
表
紙
左
肩
に
朱
書
が
二
行
あ
る
が
剥
落
し
て
読
め
な
い
（
外

題
で
は
な
い
）。
料
紙
、
薄
葉
楮
紙
（
打
紙
）。
墨
付
、
一
七
九
丁
（
後
述

A
奥
書
末
ま
で
一
七
五
丁
）。
遊
紙
、
前
一
丁
、
巻
十
の
次
一
丁
、
後
な
し
。

字
面
高
さ
、
約
二
三
・
三
糎
（
歌
本
文
）。
毎
半
葉
九
行
。
和
歌
一
行
書
。

内
題
、「
古
今
和
歌
集
巻
第
一
（
─
二
十
）」「
古
今
和
哥
集
序
」（
真
名
序
）。

印
記
、
巻
頭
「
芸
叢
╱
之
印
」（
朱
）「
龍
門
文
庫
」（
朱
、
陰
刻
）、
巻
末

「
芸
╱
叢
」（
朱
、
陰
刻
）。「
芸
叢
」
は
い
ず
れ
も
田
村
宗
永
の
印
で
あ
る

（
田
村
宗
永
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
）。

　

本
書
は
田
村
宗
永
が
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
浄
弁
筆
本
を
透
写
し
、

翌
貞
享
五
年
に
飛
鳥
井
栄
雅
筆
本
、
さ
ら
に
元
禄
二
年
（
一
六
八
九
）
に

二
種
の
定
家
筆
本
（
一
種
は
越
部
禅
尼
と
両
筆
）
と
校
合
し
た
も
の
で
、

そ
れ
ら
に
関
わ
る
朱
合
点
・
声
点
、
朱
、
緑
、
臙
脂
そ
れ
ぞ
れ
の
校
合
が

あ
る
。
奥
書
は
複
雑
で
、
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。
便
宜
上
A
〜
I
を
付
し

て
区
別
す
る
。
な
お
、
読
点
を
私
に
付
し
た
。

A
此一
校
本
無
也（
緑
（

集
家
〻
所
称
雖
説
〻
多
且
任
師
説
又
加
了
╱
見
、
為
備
後
学
之
證
本

不
顧
老
眼
之
不
堪
╱
手
自
書
之

　

近
代
僻
案
之
好
士
等
以
書
生
之
失
錯
称
有
╱
識
之
秘
事
、
可
謂
道
之
魔



─ 33 ─

姓
、
不
可
用
之
、
但
如
此
用
捨
只
可
随
其
身
之
所
好
、
不
可
存
自
他
之

╱
差
別
、
志
同
者
可
随
之

貞
応〻
元二（
緑
（年

十七
（
緑
（一

月
廿
◦二（
緑
（日　

戸

〻

〻

部
尚
書
藤
在
判

後〻
〻

〻

〻

朝
以
人
令

同
廿
八
日（
緑
（

読
合
書〻訖
（
緑
（入
落
字〻
畢了（
緑
（

伝
于
嫡
孫
可
為
将
来
之
證
本
（
一
行
緑
小
字
書
入
）」

（
以
下
二
丁
渋
引
染
紙
、
初
一
丁
オ
空
白
）

B
元
応
二
年
十
月
十
四
日
午
時
於
河
東
霊
山
╱
藤
本
草
庵
拭
六
十
餘
之
老

眼
終
数
十
日
╱
書
功
、
既
摸
累
家
宗
匠
之
證
本
、
豈
非
末
代
╱
規
摸
之

重
宝
乎
、
加
之
於
勘
註
之
少
字
者
╱
門
弟
頓
阿
記
之
、
当
世
之
哥
仙
勅

集
之
作
者
也
、
╱
旁
以
不
可
処
聊
尓
者
歟

権
律
師
浄
弁
（
花
押
似
書
）」

C
元
亨
二
年
六
月
八
日

　

以
家
説
授
権
律
師
浄
弁
了

黄
門
藤
（
花
押
似
書
、
為
藤
）」

D
正
中
三
年
卯
月
廿
日
依
為
抜
群
器
量
╱
以
師
説
相
伝
越
前
房
運
尋
譲
与

正
本

　

権
律
師
浄
弁
（
花
押
似
書
）」

（
以
下
一
丁
薄
葉
楮
紙
オ
に
渋
引
染
紙
貼
付
）

E
永
仁
之
比
和
哥
之
風
躰
錯
乱
之
間
╱
令
参
籠
日
吉
社
祈
申
之
時
、
祗
候

╱
十
禅
師
宝
前
之
時
、
此
字
飛
来
╱
浄
衣
胸
、
仍
令
拝
領
之　
　
　
　

前
大
納
言
（
花
押
似
書
、
為
世
）」　

　

こ
の
奥
書
中
「
和
哥
」
の
文
字
の
右
旁
に
「
道
」
の
字
の
小
紙
片
を
貼

る
。
こ
れ
は
奥
書
中
の
「
此
字
」
を
指
す
。
つ
ま
り
「
道
」
の
字
を
書
い

た
紙
片
が
飛
ん
で
き
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
、
仮
名
序
と
巻
一
の
巻

頭
、
及
び
以
上
の
奥
書
（
五
面
）
は
模
写
す
る
と
と
も
に
墨
界
で
底
本
（
浄

弁
筆
本
）
の
大
い
さ
を
示
し
て
い
る
。
大
い
さ
は
約
二
六
×
一
六
・
六
糎

で
あ
る
。
さ
ら
に
以
下
の
奥
書
が
あ
る
。

F
右
一
帖
浄
弁
筆
跡
一
冊
永
井
氏
大
江
直
員
╱
所
持
誠
為
珍
宝
之
本
事
如

見
奥
書
、
予
従
╱
直
員
恩
借
而
透
写
之
畢
、
仰
而
可
信
者
歟

　
　
　

貞
享
四
年
九
月
日	

宗
永

（
以
下
緑
）

G
以
飛
鳥
井
栄
雅
真
跡
之
本
予
年
来

所
持

令
校
合
、
相
違
之
所
╱
以
青
色
書
付

畢

　
　
　

同
五
年
十
月
日	

宗
永（

2
（

」

（
以
下
臙
脂
）

H
藤
原
綱
村
朝
臣
重
代
之
古
今
集
有
両
冊
、
一
帖
者
╱
定
家
卿
一
筆
也
、

一
帖
者
定
家
卿
越
部
禅
尼
両
筆
混
╱
合
也
、
今
度
借
請
而
校
合
之
、
以

此
色
書
付
也
、
此
両
本
╱
者
大
躰
無
相
違
、
有
少
異
処
委
細
書
付
畢
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右
両
本
共
無
漢
序
、
落
丁
歟
、
難
斗
者
也
、
両
帖
共
╱
奥
書
等
有
之
、

事
長
之
間
注
付
于
別
冊
者
也

　

元
禄
二
年
四
月
十
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宗
永

（
以
下
貼
紙
朱
書
）

I
京
極
中
納
言
定
家
卿
以
自
筆
本
又
校
合
畢
、
聊
カ
ハ
リ
メ
ノ
所
ヲ
ハ
以

朱
点
╱
書
入
也
、
此
本
之
奥
書
ニ
以
宗
匠
即
本
書
写
校
合
之
上
者
聊
之

不
審
ア
ル
マ
シ
ケ
レ
╱
ト
モ
彼
本
無
比
類
為
秘
本
上
又
一
篇
見
合
テ
此

本
ニ
ナ
キ
所
ヲ
ハ
以
朱
書
入
又
彼
本
ニ
ナ
キ
所
ヲ
ハ
╱
此
本
ヲ
見
セ
ケ

チ
ニ
ケ
チ
タ
ル
也
、
以
後
如
定
家
之
自
筆
本
見
ハ
朱
之
所
ヲ
可
用
也

　
　
　

明
応
第
四
二
月
十
八
日
」

　

こ
の
う
ち
A
は
定
家
本
の
奥
書
で
あ
る
。
本
書
が
貞
応
元
年
十
一
月
廿

日
本
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
緑
の
校
合
は
G
に
見
え
る
田
村
宗
永
所
持
の

飛
鳥
井
栄
雅
真
跡
と
称
す
る
貞
応
二
年
七
月
廿
二
日
本
に
よ
る
校
合
で
あ

る
。
B
〜
D
は
浄
弁
に
関
わ
る
も
の
で
、
E
は
前
後
と
の
関
係
が
判
然
と

し
な
い
が
、
B
〜
D
よ
り
年
代
が
溯
り
、
本
書
の
底
本
に
存
在
し
た
と
認

め
ら
れ
る
奥
書
で
、
あ
る
い
は
別
紙
貼
紙
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
も

し
れ
な
い
。
F
は
本
書
の
底
本
で
あ
る
浄
弁
本
を
透
写
し
た
と
す
る
宗
永

の
奥
書
、
G
は
先
に
述
べ
た
よ
う
に
緑
筆
に
よ
る
飛
鳥
井
栄
雅
真
跡
本
に

よ
る
校
合
を
示
す
奥
書
、
H
は
臙
脂
筆
に
よ
る
二
種
の
定
家
筆
本
（
一
種

は
越
部
禅
尼
と
両
筆
）
と
の
校
合
を
示
す
奥
書
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
校
合

は
い
ず
れ
も
宗
永
の
奥
書
通
り
本
書
に
認
め
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
H
に
見

え
る
校
合
本
の
奥
書
の
委
細
を
示
す
「
別
冊
」
は
存
在
し
な
い
。
I
は
A

〜
E
と
F
〜
H
の
奥
書
の
中
間
の
年
代
を
示
し
、
何
人
の
も
の
か
明
ら
か

で
な
い
が
、
奥
書
中
に
述
べ
る
定
家
卿
自
筆
本
と
称
す
る
本
と
の
朱
の
校

合
は
本
書
に
存
し
て
お
り
、
本
書
の
底
本
に
既
に
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
。

　

要
約
す
る
と
、
本
書
に
見
え
る
朱
の
合
点
、
声
点
は
I
に
よ
る
校
合
の

結
果
で
あ
り
（
全
て
と
は
確
言
で
き
な
い
が
、
ほ
と
ん
ど
は
そ
う
で
あ
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
）、
そ
れ
ら
は
基
本
的
に
「
定
」
と
注
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
以
外
の
緑
（
G
）
と
臙
脂
（
H
）
の
校
合
は
田
村
宗
永
の
手
に
な
る

も
の
で
、
二
本
を
同
時
に
校
合
し
て
い
る
臙
脂
は
「
一
筆
（
定
家
一
筆
の

意
）」「
両
筆
」
の
注
記
で
区
別
し
、
一
致
し
た
異
同
が
あ
る
と
き
は
「
両

共
」
と
注
記
す
る
。
ま
た
、
本
書
は
貞
応
元
年
十
一
月
廿
日
本
に
は
珍
し

く
真
名
序
が
存
す
る
が
、
そ
こ
で
の
宗
永
の
校
合
は
緑
筆
に
限
ら
れ
て
い

る
の
で
、
底
本
以
外
に
真
名
序
を
有
し
た
の
は
、
貞
応
二
年
七
月
廿
二
日

本
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
な
飛
鳥
井
栄
雅
真
跡
本
の
み
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

　

次
に
奥
書
の
内
容
で
あ
る
が
、
先
学
に
同
様
の
奥
書
に
つ
い
て
の
考
察
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が
あ
る
。
ま
ず
、
松
田
武
夫
氏
が
御
所
蔵
の
園
林
文
庫
旧
蔵
本
の
奥
書
の

一
部
と
し
て
本
書
の
B
〜
E
に
該
当
す
る
も
の
を
示
さ
れ
た（

3
（

。
該
書
は
最

初
に
貞
応
二
年
七
月
廿
二
日
の
定
家
奥
書
が
あ
る
の
で
、
B
〜
E
が
そ
の

末
尾
に
あ
る
の
は
本
来
の
園
林
文
庫
旧
蔵
本
（
あ
る
い
は
そ
の
底
本
）
に

あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
校
合
本
（
奥
書
の
記
述
に
よ
れ
ば
「
芦
竹
斉
ニ
清

濁
之
時
ノ
本
之
奥
書
」
で
あ
る
。
詳
細
不
明
）
か
ら
の
転
記
で
あ
ろ
う（

（
（

。

　

こ
の
松
田
氏
紹
介
の
奥
書
に
つ
い
て
、
井
上
宗
雄
氏
は
次
の
よ
う
に
述

べ
ら
れ
た（

5
（

。

　

ま
ず
、
E
に
つ
い
て

永
仁
云
々
と
い
う
の
は
為
世
の
も
の
と
思
わ
れ
、
永
仁
の
頃
に
和
歌

の
風
躰
が
錯
乱
し
た
の
で
日
吉
十
禅
師
に
篭
っ
た
所
「
此
字
」（
？
）

が
浄
衣
の
胸
に
飛
来
し
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。（
89
頁
）

　

と
さ
れ
、
さ
ら
に

a
（
本
稿
の
B
、
稿
者
注
）
に
よ
っ
て
元
応
二
年
（
一
三
二
〇
、
稿

者
注
）
十
月
浄
弁
が
為
世
家
の
証
本
古
今
を
書
写
し
、
勘
注
を
「
門

弟
頓
阿
」（
二
条
家
門
弟
の
意
か
）
が
記
し
た
事
が
わ
か
る
。
そ
し

て
b
（
本
稿
の
C
、
同
）
に
よ
っ
て
翌
々
年
浄
弁
が
為
藤
か
ら
古
今

の
二
条
家
説
を
伝
受
し
た
事
が
知
ら
れ
、
c
（
本
稿
の
D
、
同
）
に

よ
っ
て
そ
れ
を
正
中
二
年
（
一
三
二
五
、
稿
者
注
）
門
弟
運
尋
に
伝

え
て
い
る
事
を
窺
い
う
る
。（
255
頁
）

　

と
、
B
〜
E
の
解
説
を
さ
れ
た
（
井
上
氏
の
著
書
の
性
格
上
、
B
〜
D

と
E
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
述
べ
て
お
ら
れ
な
い
）。

　

C
と
E
の
奥
書
に
つ
い
て
、
本
書
の
花
押
模
写
を
も
併
せ
て
改
め
て
考

え
る
と
、
C
奥
書
の
花
押
が
為
藤
で
あ
る
と
は
断
定
で
き
な
い
が
、「
元

亨
二
年
」「
黄
門
」
と
あ
る
の
で
、
C
奥
書
は
為
藤
で
差
支
え
な
く
、
一
方
、

E
奥
書
に
つ
い
て
は
、
花
押
か
ら
為
世
と
判
断
さ
れ
、
井
上
氏
の
見
解
は

正
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
本
書
の
E
奥
書
に
貼
ら
れ
た
「
道
」
の

小
紙
片
は
浄
弁
筆
本
に
も
同
様
に
貼
付
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
園

林
文
庫
旧
蔵
本
に
は
、
書
写
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
松
田
氏
の
翻
刻
に
は

省
略
さ
れ
た
た
め
、
そ
れ
に
よ
ら
れ
た
井
上
氏
に
は
「
此
字
」
の
意
味
が

わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
で
あ
る（

（
（

。

　

ま
た
、
本
書
の
透
写
の
様
を
見
る
と
、
底
本
は
浄
弁
が
運
尋
に
与
え
た

浄
弁
筆
本
そ
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

以
上
に
よ
り
本
書
の
性
格
は
ほ
ぼ
明
ら
か
に
な
っ
た
と
考
え
る
。

　

一
方
、
梅
沢
本
（
旧
日
本
古
典
文
学
大
系
底
本
）
に
よ
れ
ば
浄
弁
は
本

書
と
は
別
に
元
亨
四
年
（
一
三
二
四
）
十
月
十
三
日
に
為
世
か
ら
家
説
を

伝
受
し
て
正
中
三
（
一
三
二
六
）
年
四
月
廿
日
に
慶
運
に
正
本
と
も
ど
も

伝
授
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
貞
応
二
年
七
月
廿
二
日
本
に
よ
る
も
の
で
あ
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り
、
時
期
的
に
近
い
本
書
の
伝
受
が
貞
応
元
年
十
一
月
廿
日
本
に
よ
っ
て

行
わ
れ
て
い
る
の
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
複
雑
な
経
緯
と
な
っ

た
理
由
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
そ
の
辺
り
は
本
稿
の
主
目
的
で
な
く
、
稿

者
も
不
案
内
な
の
で
、
指
摘
す
る
に
留
め
て
お
く
。

　

次
に
F
〜
H
の
田
村
宗
永
の
透
写
と
校
合
に
つ
い
て
述
べ
る
。

　

宗
永
は
田
村
宗
永
（
建
顕
、
陸
奥
一
関
藩
主
、
明
暦
二
─
宝
永
五
、
一

六
五
六
─
一
七
〇
八
、
五
三
歳
）
の
こ
と
で
あ
る（

7
（

。
旧
蔵
本
、
書
写
本
は

多
く
坊
間
に
見
か
け
る
。
龍
門
文
庫
に
は
ま
と
ま
っ
た
所
蔵
が
あ
り
、
本

書
も
そ
の
一
で
あ
る
。

　

F
で
浄
弁
筆
本
を
所
持
し
て
い
た
「
永
井
氏
大
江
直
員
」
は
永
井
直
円

（
な
お
み
つ
、
大
和
新
庄
藩
主
、
寛
文
十
一
─
元
文
元
、
一
六
七
一
─
一

七
三
七
、
六
六
歳
）
の
こ
と
で
あ
る（

8
（

。

　

ま
た
、
H
で
定
家
筆
本
二
本
を
所
持
し
て
い
た
「
藤
原
綱
村
朝
臣
」
と

は
伊
達
綱
村
（
陸
奥
仙
台
藩
主
、
万
治
二
─
享
保
四
年
、
一
六
五
九
─
一

七
一
九
、
六
一
歳
）
の
こ
と
で
あ
る（

9
（

。「
定
家
卿
一
筆
」
の
古
今
集
と
は

伊
達
家
本
の
事
か
。

　

本
書
に
お
け
る
宗
永
の
校
合
は
全
文
に
わ
た
り
、
か
つ
綿
密
で
あ
り
、

そ
の
精
進
の
程
が
窺
わ
れ
る
。
宗
永
は
他
に
も
貞
応
二
年
七
月
廿
二
日
本

に
元
禄
元
年
十
一
月
校
合
書
入
を
施
し
て
い
る
事
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、

異
常
な
熱
心
さ
で
あ
る（
（（
（

。

　

さ
て
、
本
書
の
本
文
に
つ
い
て
は
以
下
に
示
す
こ
と
と
す
る
が
、
そ
れ

以
前
に
ま
ず
問
題
と
な
る
の
は
真
名
序
を
有
す
る
こ
と
で
あ
る
。
前
稿
に

取
り
上
げ
た
三
本
は
い
ず
れ
も
真
名
序
を
持
た
ず
（
初
雁
本
の
真
名
序
は

明
ら
か
に
後
の
付
加
で
あ
る
）、
定
家
本
の
全
体
か
ら
考
え
て
も
貞
応
二

年
七
月
廿
二
日
本
を
例
外
と
し
て
、
ほ
と
ん
ど
は
真
名
序
を
持
た
な
い
と

考
え
ら
れ
る
の
に
、
本
書
が
真
名
序
を
有
す
る
理
由
は
不
明
で
あ
る
。
本

書
を
見
る
限
り
、
真
名
序
が
後
に
付
加
さ
れ
た
痕
跡
は
な
く
、
仮
に
何
ら

か
の
作
為
が
施
さ
れ
た
と
し
て
も
相
当
古
く
か
ら
真
名
序
を
有
し
て
い
た

と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。
貞
応
元
年
十
一
月
廿
日
本
が
本
来
真
名
序
を
有

し
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
の
で
、
こ
の
現
象
を
如
何
に
考
え
る
か
は
今

の
と
こ
ろ
成
案
が
な
い
。

　

以
下
、
前
稿
に
倣
っ
て
、
校
合
本
文
を
除
い
て
、
本
行
本
文
と
定
家
の

勘
物
に
つ
い
て
、
貞
応
二
年
七
月
廿
二
日
本
（
冷
泉
家
本
）
と
の
主
要
な

校
異
を
掲
げ
る
こ
と
と
す
る
。
上
段
が
本
書
、
下
段
が
貞
応
二
年
本
で
あ

る
。
真
名
序
の
存
在
は
先
述
の
通
り
不
審
で
あ
る
が
、
同
じ
く
校
異
し
た
。

仮
名
序　

か
ら
の
う
た
も
─
か
ら
の
う
た
に
も
、
同　

お
も
ひ
つ
く
み

の
あ
ち
き
な
く
─
お
も
ひ
つ
く
み
の
あ
ち
き
な
さ
、
同　

み
つ
に
な
す

ら
へ
う
た
─
み
つ
に
は
な
つ
ら
へ
う
た
、
同　

こ
の
う
た
心
さ
ら
に
か



─ 37 ─

な
は
す
─
こ
の
う
た
の
心
さ
ら
に
か
な
は
す
、
同　

む
く
さ
に
わ
か
れ

ん
こ
と
は
え
な
ん
あ
る
ま
し
き
こ
と
に
な
ん
（
上
の
「
な
ん
」
緑
筆
で

ミ
セ
ケ
チ
、「
如
此
書
テ
ケ
シ
テ
ア
リ
」（
緑
筆
）
と
す
）
─
む
く
さ
に

わ
か
れ
む
事
は
え
あ
る
ま
し
き
事
に
な
む
、
同　

な文
武
天
皇ら
の
御
時
よ
り
そ

─
傍
注
ナ
シ
、
同　

万
え
ふ
し
ふ
─
万
え
う
し
う
、
同　

い
や
は
か
な

に
も
な
り
に
け
る
か
な
─
い
や
は
か
な
に
も
な
り
ま
さ
る
か
な
、
同　

万
え
ふ
し
ふ
に
い
ら
ぬ
─
万
え
う
し
ふ
に
い
ら
ぬ
、
同　

春
の
花
の
に

ほ
ひ
す
く
な
く
し
て
─
春
の
花
に
ほ
ひ
す
く
な
く
し
て
、
同　

う
た
の

さ
ま
を
も
し
り
─
う
た
の
さ
ま
を
し
り
、
3　

た
て
る
や
い
つ
く
─
た

て
る
や
い
つ
こ
、
8
二
条
の
き
さ
き
─
二
条
の
き
さ
き
の
、
（7 

（8 

（9

の
排
列
─
（7 

（9 

（8
の
排
列
、
（9　

宮
こ
は
の
へ
に
─
宮
こ
は
の
へ
の
、

2（　

仁
和
の
み
か
と
の
─
仁
和
の
み
か
と
、
22　

お
ほ
せ
ら
れ
し
時
◦に

─
お
ほ
せ
ら
れ
し
時
、
25　

お
ほ
せ
ら
れ
し
時
─
お
ほ
せ
ら
れ
し
時
に
、

3（　

嘉
祥
元
年
薨
四
十
四
─
斉
衡
元
年
薨
卌
四
、
同　

笠
に
ぬ
ふ
と
い

ふ
─
笠
に
ぬ
ふ
て
ふ
、
39　

く
ら
ふ
の
山
に
て
─
く
ら
ふ
山
に
て
、
52

　

清
和
母
后
明
子
大
皇
大
后
宮
昌
泰
三
年
正
月
一
日
崩
七
十
二
忠
仁
公

女
─
清
和
母
后
明
子
昌
泰
三
年
正
月
一
日
崩
七
十
二
大
皇
大
后
宮
、
同

　

忠
仁
公
摂＼
太
政
大
臣

政
始
─
忠
仁
公
摂
政
太
政
大
臣
、
59　

さ
き
に
け
ら
し
な

─
さ
き
に
け
ら
し
も
、
（7　

く
る
人
も
─
く
る
人
は
、
7（　

母
従
五
位

上
紀
静
子
名
虎
女
─
母
従
五
位
上
紀
種
子
名
虎
女
、
80　
貞
観
寛
平　
　

延
喜
典
侍
云
〻
─

ナ
シ
、
同　

ま
ち
（
マ
マ
（さ
く
ら
も
─
ま
ち
し
桜
も
、
8（　

延
喜
元
年
哥
也
追

入
─
ナ
シ
、
90　
平
城
天
皇
也

大
同
天
子

─
平
城
天
皇
大
同
天
子
、
（07　
（
作
者
注
）

典
侍
洽ア
マ
ネ
イ
コ子
朝
臣
寛
平
延
喜
掌
侍

典
侍
糸
所
別
当
─
典
侍
洽
子
朝
臣
、
（08　

み
や
す
む
所
家

に
─
み
や
す
ん
所
の
家
に
、
同　

哥
合
せ
む
と
─
哥
合
せ
む
と
て
、
同

　

藤
原
の
ち
か
け
蔵
人
右
少
将 

中
納
言
有
穂
子

後
陰
（
マ
マ
）
─
藤
原
後
蔭
蔵
人
右
少
将　

中
納
言
有
穂
男
、
（（（　

よ
み
け

る
─
よ
め
る
、
（（5　
「
つ
ら
ゆ
き
」
ナ
シ
、
（20　

ふ
ち
の
花
の
─
ふ
ち

の
花
、
（23　

こか

よ
ひ
こ
な
く
に
─
こ
よ
ひ
こ
な
く
に
、
（2（　
「
つ
ら
ゆ
き
」

ナ
シ
、
（3（　

亭
子
院
の
哥
合
の
─
亭
子
院
の
哥
合
に
、
（35　

こ
の
う
た

は
─
こ
の
哥
、
（（2　

を
と
は
の
山
を
─
を
と
は
山
を
、
（（3　

き
ゝ
て
よ

め
る
─
き
ゝ
て
、
（5（　

わ
か
や
と
に
し
も
─
わ
か
や
と
を
し
も
、
（（（　

を
の
こ
と
も
─
を
の
こ
と
も
の
、
（（8　

つ
こ
も
り
の
日
─
つ
こ
も
り
の

日
よ
め
る
、
（95　

月
の
ひ
か
り
の
─
月
の
ひ
か
り
し
、
2（9　

秋
の
ゝ
に

て
あ
ひ
て
─
秋
の
ゝ
に
あ
ひ
て
、
2（0　

ふ
ち
は
か
ま
を（
マ
マ
（み

て
─
ふ
ち
は

か
ま
を
よ
み
て
、
25（　

い
ろ
つ
き
に
け
り
─
う
つ
ろ
ひ
に
け
り
、
2（2　

ま
か
り
け
る
時
─
ま
か
り
け
る
時
に
、
2（9　

つ
か
う
ま
つ
れ
り
け
る
と

な
む
─
つ
か
う
ま
つ
れ
る
と
な
む
、
272　

き
く
う
へ
た
り
け
る
を
─
き

く
う
へ
た
り
け
る
を
よ
め
る
、
同　
延
喜
元
年
以
後
贈          

位
以
前
書
之
也
仍
注
姓
朝
臣
─
延
喜
元
年
以
後

贈
位
以
前
仍
姓

　
　
　
　

朝
臣
書
之
、
27（　

菊
の
花
の
も
と
に
─
き
く
の
花
の
も
と
に
て
、
275　
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思
し
菊
を
─
思
し
花
を
、
279　
「
よ
み
て
」
ナ
シ
、
283　

御
哥
也
と
な

ん
─
御
哥
也
と
な
む
申
、
305　

も
み
ち
の
木
の
も
と
に
─
も
み
ち
の
ち

る
木
の
も
と
に
、
307　

ぬ
れ
ぬ
日
そ
な
き
─
ぬ
れ
ぬ
日
は
な
し
、
309　

も
て
い
な
む
─
も
て
い
て
な
む
、
3（0　

お
な
し
心
を
よ
め
り
け
る
─
そ

の
お
な
し
心
を
よ
め
り
け
る
、
329　

雪
の
ふ
り
け
る
を
み
て
よ
め
る
─

雪
の
ふ
れ
る
を
見
て
よ
め
る
、
350　
（
作
者
注
）
家
本
用
之
或
説
云

惟ノ
リ
マ
サ凞
─
ナ
シ
、
35（　

一
品
式
部
卿
─
二
品
式
部
卿
、
352　

一
品
式
部
卿

延
喜
元
薨
号
八
条
宮
─
一
品
式
部
卿
号
八
条
宮
延
喜
元
年
薨
、
355　

よ

め
る
─
よ
み
け
る
、
同　

こ
の
う
た
─
こ
の
う
た
は
、
35（　

よ
め
る
─

よ
み
侍
け
る
、
357　

延
喜
十
七
年
従
二
位
奉
養
延
喜
聖
皇　

定
国
（「
ふ

ち
は
ら
の
朝
臣
」
の
注
）　

承
平
七
年
（「
四
十
賀
」
の
注
）　

同
年
七

月
薨
四
十
─
奉
養
延
喜
聖　

延
喜
十
七
年
従
三
位　

定
国
延
喜
六
年　

同
年
七
月
薨
四
十
、
3（（　

四
年
二
月
十
日
立
太
子
十
六
年
十
月
元
服
廿

三
年
三
月
廿
一
日
薨
廿
一
本
名
崇
象
十
一
年
改
─
四
年
立
太
子
、
3（8　

ま
か
り
け
る
時
─
ま
か
り
け
る
時
に
、
375　
「
と
し
へ
て
」
ナ
シ
、
38（

　
「
元
規
蔵
人
右
衛
門
尉
」
ナ
シ
、
39（　

君
と
ま
る
へ
く
─
立
と
ま
る

へ
く
、
399　

わ
か
れ
け
る
時
に
よ
め
る
─
わ
か
れ
け
る
に
よ
め
る
、
（（3

　

京
へ
ま
う
て
く
る
み
ち
に
て
─
京
へ
ま
う
て
く
と
て
み
ち
に
て
、
（（7

　

と
も
に
あ
り
け
る
人
〳
〵
◦の

─
と
も
に
あ
り
け
る
人
〳
〵
、
同　

ふ

ち
は
ら
の
か
ね
す
け
の
あ
そ
ん
─
ふ
ち
は
ら
の
か
ね
す
け
、
（（7　

歌
小

字
書
入
、
（（8　

在
原
業
平
朝
臣
─
な
り
ひ
ら
の
朝
臣
、
（3（　

の
ち
の
あ

ふ
ひ
の
─
の
ち
に
あ
ふ
日
の
、
（（（　
（
作
者
注
）
矢
田
部
名
実
─
矢
田
部
、

（50　
（
作
者
注
）「
高
向
」
ナ
シ
、
（5（　

き
こ
ゆ
（
マ
マ
（は
─
き
こ
ゆ
る
は
、
（（5

　

中
也
非
長
非
汝
─
ナ
シ
、
（（（　
（
作
者
注
）
都
良
香
─
ナ
シ
、
（98　

む
め
の
ほ＼
は

つ
え
に
─
梅
の
ほ
つ
え
に
、
50（　

神
は
う
け
す
そ＼
も

─
／

神
は
う

け
す
そ
、
5（0　

わ
か
こ
ひ
も
─
わ
か
こ
ひ
は
、
5（2　

つ
れ
な
か
る
ら
ん

─
人
の
つ
れ
な
き
、
58（　

秋
の
よ
の
─
秋
の
田
（「
よ
」
を
訂
正
）
の
、

589　

つ
か
は
し
け
る
─
よ
み
て
つ
か
は
し
け
る
、
（23　

作
者
ナ
シ
、
但

一
行
空
白
、
（32　

い
き
け
れ
と
も
─
い
き
け
れ
と
、
（（0　

竉
一
説
ウ
ツ
ク

一
説
チ
ヨ
ウ

　
　用

之
─
竉
、
（（5　

あ
し
た
に
─
又
の
あ
し
た
に
、
（（7　

夢
に
い
く
ら
も

─
夢
に
い
く
から

も
、
（5（　

人
め
を
よも
る
イく

と
─
人
め
を
も
る
と
、
（7（　

よ

そ
に
た
つ
ら
む
─
そ
ら
に
た
つ
覧
、
（95　

か
き
ほ
に
し
（
マ
マ
（け

る
─
か
き
ほ

に
さ
け
る
、
702　

あ
め
の
み
か
と
─
あ
め
の
み
か
と
の
、
72（　

か
は
ら

の
左
大
臣
融
─
か
は
ら
の
左
大
臣
、
7（0　

延
喜
八
年
中
納
言
─
延
喜
八

年
二
月
中
納
言
、
7（5　

も
を
ぬ
き
を
き
て
─
も
を
な
む
ぬ
き
を
き
て
、

7（7　

む
月
の
と
を
（
マ
マ
（あ
ま
り
に
な
む
─
む
月
の
と
を
か
あ
ま
り
に
な
む
、

7（8　

仲
平
延
喜
八
年
参
議
枇
杷
左
大
臣
─
仲
平
、
755　

おう
き
イひ

て
な
か
る
ゝ

─
お
ひ
て
な
か
る
ゝ
、
7（9　

貞
朝
臣
登
備
中
守
仁
明
御
子
─
「
備
中
守
」
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ナ
シ
、
773　

い今
は
と
同
事
也

ま
し
は
と
─
い
ま
し
は
と
、
798　

よ
み
人
し
ら
す
─
ナ

シ
、
80（　

む
ね
ゆ
き
の
朝
臣
─
む
ね
ゆ
き
の
あ
を
む
、
807　

典
侍
藤
原

直な
お
い
こ子

朝
臣
─
典
侍
藤
原
な
ほ
い
こ
の
朝
臣
直
子
、
820　

も
み
ち
（
マ
マ
（つ

る
よ

り
も
─
も
み
つ
る
よ
り
も
、
82（　

よ
そ
に
き
ゝ
こ
し
─
よ
そ
に
そ
き
ゝ

し
、
830　

仍
雖
不
辞
官
前
ト
書
也
前
後
由
也
─
仍
雖
不
辞
人
前
ト
書
也

前
後
之
由
也
、
83（　

太
政
大
臣
関
白
始
─
ナ
シ
、
833　

ね
て
も
み
え
け

り
─
ね
て
も
見
てえ

け
り
、
83（　

詞
書
歌
小
字
書
入
、
838　

身
ま
か
り
に

け
る
時
よ
め
る
─
身
ま
か
り
に
け
る
時
に
よ
め
る
、
8（2　
「
つ
ら
ゆ
き
」

ナ
シ
、
8（（　

衣
の
袖
は
─
衣
の
袖
の
、
8（7　

世
に
も
ま
し
ら
て
─
世
に

も
ま
し
ら
す
し
て
、
8（8　

嵯
峨
源
氏
融
寛
平
七
年
八
月
十
五
日
薨
七
十

三
─
寛
平
七
年
八
月
廿
五
日
薨
七
十
三
、
同　

能
有
寛
平
七
年
文
徳
源

氏
于
時
大
納
言
右
大
将
民
部
卿
皇
太
子
傅
─
寛
平
七
年
大
納
言
右
大
将

民
部
卿
皇
太
子
傅
、
8（9　

身
ま
か
り
て
の
ち
の
─
身
ま
か
り
て
の
、
853

　

せ
む
さ
い
ゝ
と
し
け
く
─
せ
ん
さ
い
も
い
と
し
け
く
、
同　

利
基
高

藤
公
兄
─
ナ
シ
、
857　
（
詞
書
注
）
敦
慶
親
王
─
ナ
シ
、
859　

心
ち
の

─
こ
ゝ
ち
、
8（2　

つ
け
侍
け
る
─
つ
け
侍
け
る
う
た
、
8（（　

こ
の
哥
─

こ
の
哥
は
、
8（9　

ふ
ち
は
ら
の
く
に
つ
ね
の
朝
臣
の
─
ふ
ち
は
ら
の
く

に
つ
ね
の
朝
臣
、
同　

寛
平
六
年
五
月
五
日
中
納
言
即
従
三
位
─
国
経

寛
平
六
年
五
月
五
日
任
中
納
言
即
従
三
位
、
同　
「
于
時
大
納
言
右
大

将
民
部
卿
皇
太
子
傅
」
ナ
シ
、
87（　

高
子
貞
観
八
年
二
月
女
御
十
年
十

二
月
生
第
一
皇
子
十
一
年
三
月
為
皇
太
子
元
慶
元
年
正
月
即
位
日
為
中

宮
六
年
正
月
為
皇
太
后
宮
─
ナ
シ
、
87（　

か
め
を
お
も
か（
マ
マ
（へ

に
─
か
め

を
お
ま
へ
に
、
885　

あ
や
ま
ち
あ
り
と
て
─
あ
や
ま
ち
あ
り
と
い
ひ
て
、

同　

よ
る
か
の
朝
臣
の
女
─
よ
る
か
の
朝
臣
の
母
、
同　

慧
子
代
始
齋

院
天
安
元
年
二
月
廃
之
其
事
格
世
莫
知
云
〻
若
先
是
又
有
此
事
歟
遂
被

廃
云
〻
元
慶
五
年
正
月
六
日
薨
以
述
子
為
齋
院
母
同
惟
喬
二
年
而
退
─

ナ
シ
、
89（　

と
し
も
こ
え
な
む
─
年
も
ゆ
か
な
む
、
899　

い
まさ
歟
不
分
明
古
本
故
也

た
ち
よ

り
て
─
い
さ
た
ち
よ
り
て
、
90（　
「
返
し
」
ナ
シ
、
903　

お
な
し
御
時

─
お
な
し
御
時
の
、
9（（　

ま
か
れ
り
け
る
時
に
─
ま
か
れ
り
け
る
時
、

920　

敦
慶
也
後
式
部
卿
─
ナ
シ
、
923　

う
た
よ
み
侍
け
る
時
に
よ
め
る

─
う
た
よ
み
け
る
時
に
よ
め
る
、
930　

屏
風
の
ゑ
─
御
屏
風
の
ゑ
、
938

　

い
ひ
や
れ
り
た（
マ
マ
（る

─
い
ひ
や
れ
り
け
る
、
9（2　

つ
の
く
に
◦の

─
つ
の

く
に
、
同　

宮
こ
の
う
ち
に
─
宮
の
う
ち
に
、
9（（　
清
樹
橘
也　
　

宮
道
ハ
潔
興
也
─
清
樹
、

99（　

こ
と
を
か
き
な
ら
し
つてゝ
─
こ
と
を
か
き
な
ら
し
つ
ゝ
、
（003　

夜

は
う
つ
せ
み
─
夏
は
う
つ
せ
み
、
同　

こ
と
の
く
る
し
き
─
こ
と
の
く

る
し
さ
、
（005　

は
つ
し
く
れ
─
う
ち
し
く
れ
、
（00（　

延
喜
七
年
六
月
八

日
崩
卅
六
─
ナ
シ
、
（0（5　
「
題
し
ら
す
」
ナ
シ
、
（027　

我
お
ほ
し
てと
い
ふふ

─
我
お
ほ
し
と
い
ふ
、
（03（　

き
の
よ
し
ひ
と
（
次
一
行
あ
き
、
（03（
歌
に
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つ
づ
く
）
─
き
の
よ
し
ひ
と
、
（082　

こ
の
哥
は
─
こ
の
哥
、
（（0（　

奥
山の

す
か
の
ね
し
の
き
ふ
る
雪
下
─
奥
◦
本
マ
ヽ
山す
か
の
ね
し
の
き
ふ
る
雪
下
、
真

名
序　

古
今
和
哥
集
序
─
古
今
和
歌
集
序
、
同　

発
其
花
於
詞
林
─
発

其
華
於
詞
林
、
同　

春
鶯
之
囀
─
春
鶯
之
転囀
、
同　

海
童
子
之
女
─
海

童
之
女
、
同　

此
風
太
興
─
此
風
大
興
、
同　

逸
頭
混
本
之
類
─
旋
頭

混
本
之
類
、
同　

富
緒
川
之
篇
報
─
富
緒
之
篇
報
、
同　
（
注
）「
天
武

天
皇
第
三
皇
子
」
ナ
シ
、
同　

綿
〻
不
絶
─
錦
（
マ
マ
（〻
不
絶
、
同　

其
花
孤

栄
─
其
華
孤
栄
、
同　

大
夫
之
前
─
丈
夫
之
前
、
同　

花
山
僧
正
─
華

山
僧
正
、
同　

其
詞
花
而
実
少
─
其
詞
華
而
少
実
、
同　

賈
□
人
─
賈

人
、
同　

宇
治
山
僧
喜
撰
─
宇
治
山
僧
撰本
マ喜ヽ
、
同　

其
詞
花
─
其
詞
華
、

同　

首
尾
渧
滞
─
首
尾
停
滞
、
同　

猿
丸
大
夫
─
猨
丸
大
夫
、
同　

未

腐
土
中
─
未
腐
於
土
中
、
同　

先
滅
於
世
上
─
先
滅
世
上
、
同　

時
歴

十
代
─
時
暦
十
代
、
同　

竒
（
マ
マ
（不

被
採
─
弃
不
被
採
、
同　

風
流
如
野
宰

相
─
風
如
野
宰
相
、
同　

皆
以
他
才
聞
─
皆
以
他
才
間
聞
、
同　
「
陛
下
」

の
前
に
「
＼
伏
惟
紀
本
」
と
書
入
、
同　

御
宇
于
今
九
載
─
御
宇
今
九

載

　

こ
こ
で
、
前
稿
で
貞
応
元
年
十
一
月
廿
日
本
が
冷
泉
家
本
貞
応
二
年
七

月
廿
二
日
本
と
異
な
る
と
考
え
た
五
十
一
箇
所
に
つ
い
て
本
書
本
文
と
比

較
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

　

こ
れ
を
見
る
と
前
稿
の
考
察
が
は
な
は
だ
不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
が
露

呈
す
る
が
、
細
部
に
つ
い
て
は
後
考
に
委
ね
る
こ
と
と
し
、
本
書
が
、
ま

ず
ま
ず
貞
応
元
年
十
一
月
廿
日
本
の
特
徴
を
具
え
て
い
る
こ
と
は
認
め
ら

れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

二
、
天
理
図
書
館
本

天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
（
九
一
一
、
二
三
─
イ
一
八
五
）
本

　

古
今
和
歌
集
二
十
巻

　
　
〔
鎌
倉
中
期
〕
写
・
宝
治
二
年
真
観
奥
書
本	

一
帖

　

綴
葉
装
。
梨
地
牡
丹
唐
草
文
様
金
襴
表
紙
（
二
二
・
九
×
一
五
・
七
糎
）、

左
肩
金
泥
題
簽
「
古
今
倭
歌
集　

一
冊
全
」（
近
世
前
期
こ
ろ
の
も
の
）。

見
返
、
金
銀
泥
切
箔
銀
芒
散
し
。
料
紙
、
斐
紙
。
墨
付
、
一
八
五
丁
。
遊

　

本
書
本
文
が
前
稿
の
三
本
と
一
致
し
な
い
も
の
─
3
（（ 

（（ 

（（ 

（9 

20 

23  

2（ 

28 

29 

30 

（0 

（（ 

（2 

（（ 

（5 

50
の
十
七
箇
所

　

本
書
本
文
が
前
稿
の
三
本
と
一
致
す
る
も
の
─
1
2
4
5
6
7＊
8
9＊
（0 

（2 

（3 

（5 

（7 

（8 

2（ 

22 

2（ 

25 

27 

3（  

32 

33 

3（ 

35 

3（ 

37 

38 

39 

（3 

（（ 

（7 

（8 

（9 

5（
の

三
十
四
箇
所
（
＊
を
付
し
た
の
は
ほ
ぼ
一
致
し
た
も
の
）

＊

＊
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紙
、
前
一
丁
（
新
補
）、
後
一
丁
。
字
面
高
さ
、
約
二
〇
・
五
糎
（
歌
本

文
）。
毎
半
葉
八
行
（
稀
に
九
行
）、
真
名
序
七
行
。
和
歌
一
行
書
。
内
題

「
古
今
和
歌
集
巻
第
一
（
─
二
十
）」。
但
し
、
巻
四
の
み
「
古
今
和
哥
集

巻
第
四
」。「
古
今
和
哥
集
序
」（
真
名
序
）。
印
記
、
巻
頭
「
天
理
図
／
書

館
蔵
」（
朱
）。

　

奥
書
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

此書
本
云集
家
〻
所
称
雖
説
〻
多
且
任
師
説
／
又
加
了
見
、
為
備
後
学
之
證
本

不
顧
／
老
眼
之
不
堪
手
自
書
之

近
代
僻
案
之
好
士
等
以
書
生
之
失
錯
／
称
有
識
之
秘
事
、
可
謂
道
之
魔

姓
、
不
／
可
用
之
、
但
如
此
用
捨
只
可
随
其
身
／
之
所
好
、
不
可
存
自

他
之
差
別
、
志
同
／
者
可
随
之
」

　
　

貞
応
元
年
十
一
月
廿
日
戸
部
尚
書
藤
在
判

　
　

後
朝
以
人
令
読
合
書
入
落
字
了
」

安
貞
之
比
書
写
本
不
慮
紛
失
、
仍
重
／
借
請
入
道
中定
家

納
言
本
自
筆
貞
永

元
年
／
八
月
廿
日
仰
或
書
生
写
之
、
即
校
合
、
／
其
後
時
移
事
変
雖
交

山
林
志
猶
／
在
斯
、
仍
今
以
同
自
筆
之
他
本
校
／
合
者
也
、
両
本
之
文

字
仕
双
写
之
、
／
還
似
無
益
歟
」

　
　
　

彼
本
之
奥
書
云

　
　
　
　

貞
応
二
年
七
月
廿
二
日
癸
亥
戸
部
尚
書
藤
判

　
　
　
　

同
廿
八
日
令
読
合
訖
、
書
入
落
字
了

　
　
　
　

伝
于
嫡
孫
可
為
将
来
之
證
本

　
　

真
名
序
在
今
本
之
奥
、
仍
令
書
入
之

　
　
　
　

宝
治
二
年
二
月
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
山
隠
真
観
記
之
」

　

ま
た
、
古
筆
了
佐
の
添
状
二
通
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
左
記
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

已
上

這
古
今
集
全
部
／
令
一
覧
候
、
真
観
者
／
光
俊
朝
臣
御
法
名
／
也
、

真
跡
分
明
ニ
候
、
／
続
古
今
集
撰
者
／
内
之
人
ニ
御
座
候
／
条
御
秘

蔵
尤
ニ
候
、
／
恐
〻
謹
言

　
　
　
　

寛
永
四
／
三
月
十
五
日	

了
佐
（
花
押
）（「
琴
山
」
墨
印
）

　
　

野
七
郎
右
殿

　
　

已
上

古
今
集
全
部
者
鳥
子
／
四
半
切
之
御
本
也
、
／
外
題
者
近
衛
殿
尚
嗣

公
／
御
筆
也
、
／
右
之
一
冊
者
光
俊
卿
之
／
御
真
蹟
無
疑
者
也
、
／

奥
御
法
名
真
観
在
之
、
／
続
古
今
集
撰
者
也
、
／
落
丁
処
不
足
二
ヶ

所
在
之
、
／
竹
内
殿
御
門
跡
良
恕
親
王
／
御
書
継
被
染
御
筆
給
／
者
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也

　
　

這
代
判
金
子
参
拾
枚

　
　
　
　

寛
永
十
六
暦
／
霜
月
上
旬	

古
筆
了
佐
（
花
押
）（「
琴
山
」
墨
印
）

　
　

進
上

　
　

池
田
出
雲
守
殿（
（（
（

　

ま
た
、
添
状
の
上
書
に
は
「
古光俊
卿
筆
今
倭
歌
添
状　

二
通
」
と
あ
る
。
さ
ら

に
箱
蓋
表
に
「
百
拾
六
古
今
倭
歌手鑑
集
／
右
大
弁
光
俊
卿一

帖筆
」
と
あ
る
。

　

添
状
に
あ
る
よ
う
に
、
本
書
に
は
落
丁
を
補
写
し
た
箇
所
が
あ
る
。
第

八
折
の
中
心
の
一
紙
（
一
四
九
、
一
五
〇
丁
）
と
第
九
折
の
中
央
よ
り
二

紙
目
（
一
七
〇
、
一
七
三
丁
）
の
二
紙
計
四
丁
が
江
戸
期
の
補
写
と
な
っ

て
い
る
。
つ
ま
り
、
前
者
は
巻
十
八
、
937
詞
書
〜
95（
詞
書
、
後
者
は
巻
十

九
、
（05（
歌
〜
（0（（
歌
と
巻
二
十
、
（082
〜
（090
に
該
当
す
る
。
添
状
に
よ
れ
ば
、

補
写
は
曼
殊
院
良
恕
法
親
王
（
天
正
二
─
寛
永
二
十
、
一
五
七
四
─
一
六

四
三
、
七
〇
歳
）
に
よ
る
と
さ
れ
る
。

　

さ
て
、
本
書
の
奥
書
に
よ
れ
ば
、
真
観
は
古
今
集
を
紛
失
し
た
た
め
、

貞
永
元
年
（
一
二
三
二
）
八
月
廿
日
定
家
よ
り
自
筆
本
（
貞
応
元
年
十
一

月
廿
日
本
）
を
借
り
て
あ
る
人
に
書
写
さ
せ
た
。
そ
の
後
、
宝
治
二
年
（
一

二
四
八
）
二
月
二
日
に
別
の
定
家
自
筆
本
（
貞
応
二
年
七
月
廿
二
日
本
）

を
校
合
し
た
。
こ
れ
が
自
身
で
行
っ
た
か
、
人
に
命
じ
た
の
か
は
不
明
で

あ
る
。
ま
た
、
真
名
序
に
つ
い
て
は
校
合
本
に
よ
っ
て
書
入
れ
さ
せ
た
（
こ

れ
は
他
人
で
あ
ろ
う
）
と
い
う
。

　

ま
ず
、
本
書
が
宝
治
二
年
真
観
奥
書
の
本
そ
の
も
の
で
あ
る
か
否
か
が

問
題
と
な
る
。『
国
書
聚
影
』
の
解
説
、『
天
理
図
書
館
稀
書
目
録　

和
漢

書
之
部
第
五
』
の
解
題
は
と
も
に
真
観
筆
と
す
る
が
（
そ
の
場
合
で
も
奥

書
に
見
る
限
り
令
写
本
で
あ
り
、
確
実
に
真
観
筆
な
の
は
奥
書
の
み
と
な

ろ
う
が
）、
真
観
の
真
筆
は
知
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
の
で
、
筆
跡

の
み
で
は
判
定
で
き
な
い
。
書
写
年
代
は
真
観
で
も
不
思
議
は
な
い
よ
う

に
思
わ
れ
る
が
、
や
は
り
転
写
本
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
理
由
は
、

本
書
が
全
巻
一
筆
か
と
思
わ
れ
、
奥
書
の
み
真
観
筆
と
は
見
え
な
い
こ
と
、

真
名
序
は
付
加
と
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
墨
色
も
同
一
で
料
紙

の
付
け
足
し
な
ど
も
認
め
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
本
稿
で
〔
鎌
倉
中
期
〕

写
・
宝
治
二
年
真
観
奥
書
本
と
表
記
し
た
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
、
本
書
は
真
観
奥
書
本
そ
の
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る

が
、
奥
書
に
見
え
る
貞
応
二
年
七
月
廿
二
日
本
と
の
校
合
は
た
し
か
に
存

在
し
、
他
に
朱
の
声
点
、
合
点
が
あ
る
。
ま
た
、
勘
物
に
は
定
家
本
以
外

の
も
の
が
あ
り
、
中
に
は
清
輔
本
と
一
致
す
る
も
の
も
あ
る
。

　

さ
て
、
本
書
に
つ
い
て
内
容
を
検
討
す
る
前
に
、
一
つ
指
摘
し
て
お
か
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ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
前
稿
で
貞
応
元
年
十
一
月
廿
日

定
家
奥
書
を
有
し
な
が
ら
、
そ
の
系
統
本
と
は
認
め
ら
れ
な
い
と
し
た
東

海
大
学
附
属
図
書
館
桃
園
文
庫
蔵
本
（
二
六
─
六
）
の
こ
と
で
あ
る（
（（
（

。
該

本
の
奥
書
は
前
稿
に
掲
げ
た
の
で
参
照
さ
れ
た
い
が
、
本
書
奥
書
と
比
較

す
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
本
書
奥
書
の
冒
頭
「
書
本
云
」
か
ら
校
合
本
で
あ

る
貞
応
二
年
本
奥
書
の
冒
頭
「
貞
応
二
年
七
月
廿
二
日
癸
亥
戸
部
尚
書
藤
判
」

の
一
行
ま
で
、
一
、
二
の
字
句
を
除
き
全
て
同
じ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
本

書
奥
書
に
よ
れ
ば
、「
安
貞
之
比
」
以
下
は
真
観
の
奥
書
で
あ
る
か
ら
、

真
観
の
署
名
を
欠
く
桃
園
文
庫
本
は
奥
書
が
不
完
全
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。

影
印
本
を
見
る
の
み
で
は
何
と
も
言
い
か
ね
る
が
、
奥
書
の
末
尾
が
欠
損

し
て
い
る
可
能
性
も
あ
ろ
う（
（（
（

。
本
書
と
桃
園
文
庫
本
と
の
比
較
も
必
要
で

あ
る
が
、
そ
れ
は
後
述
す
る
こ
と
に
し
て
、
ま
ず
、
本
書
本
文
を
検
討
す

る
こ
と
に
す
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
本
書
の
本
文
で
も
っ
と
も
不
審
な
の
は
、
巻
一
で
排
列
が

（7 

（9 

（8
と
な
っ
て
い
て
貞
応
二
年
七
月
廿
二
日
本
に
一
致
し
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
排
列
は
貞
応
二
年
七
月
廿
二
日
本
特
有
の
も
の
で
、
他

の
諸
本
は
非
定
家
本
を
ふ
く
め
て
こ
と
ご
と
く
（7 

（8 

（9
と
な
っ
て
お
り
、

貞
応
元
年
十
一
月
廿
日
本
も
例
外
で
は
な
い
。

　

一
方
、
本
文
の
細
部
の
異
同
を
見
る
と
、
ま
ず
ま
ず
貞
応
元
年
十
一
月

廿
日
本
と
見
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
、
ま
す
ま
す
こ
の

排
列
は
不
審
で
あ
る
が
、
理
由
は
不
明
で
あ
る
。

　

以
下
同
様
に
、
校
合
本
文
を
除
い
て
、
本
行
本
文
と
定
家
の
勘
物
に
つ

い
て
、
貞
応
二
年
七
月
廿
二
日
本
（
冷
泉
家
本
）
と
の
主
要
な
校
異
を
掲

げ
る
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、
本
稿
は
前
稿
以
来
伝
本
に
加
え
ら
れ
た
校
異

は
示
さ
な
い
の
を
原
則
と
す
る
が
、
本
書
に
は
貞
応
二
年
七
月
廿
二
日
本

と
の
校
異
（
時
に
仮
名
遣
い
に
及
ぶ
）
が
明
白
に
認
め
ら
れ
る
の
で
、
そ

れ
を
示
す
た
め
、
一
部
そ
れ
ら
の
校
異
を
掲
げ
る
こ
と
に
し
た
。
真
名
序

は
追
補
で
あ
る
が
参
考
ま
で
に
校
異
し
た
。

仮
名
序　

な
に
は
つ
に
て
み
か
と
─
な
に
は
つ
に
て
み
こ
と
、
同　
「
山

さ
く
ら
あ
く
ま
て
い
ろ
を
見
つ
る
か
な
花
ち
る
へ
く
も
風
ふ
か
ぬ
よ
に
」

を
本
行
と
す
、
同　

う
た
に
の
み
─
哥
に
の
み
そ
、
同　

万
え
ふ
し
ふ

と
な
つ
け
れ
（
マ
マ
（た
り
け
る
─
万
え
う
し
ふ
と
な
つ
け
ら
れ
た
り
け
る
、
同

　

よ
き
お＼
を

う
な
の
─
よ
き
を
う
な
の
、
同　

万
え
ふ
し
ふ
に
い
ら
ぬ
─

万
え
う
し
ふ
に
い
ら
ぬ
、
8　

二
條
の
き
さ
き
─
二
条
の
き
さ
き
の
、

（2　

近
院
右
大
臣
子男

─
近
院
右
大
臣

男　
　
　

、
3（　

嘉
祥
元
年
薨
四
十
四
─
斉
衡

元
年
薨
卌
四
、
同　

笠
に
ぬ
ふ
と
いて
ふふ

─
笠
に
ぬ
ふ
て
ふ
、
52　

清
和

母
后
明
子
大
皇
大
后
宮
昌
泰
三
年
正
月
一
日
崩
七
十
二
忠
仁
公
女　

忠
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仁
公
＼
太
政
大
臣

摂
政
始　

─
清
和
母
后
明
子
昌
泰
三
年
正
月
一
日
崩
七
十
二
大
皇

大
后
宮　

忠
仁
公
摂
政
太
政
大
臣
、
5（　

□（
破
損
（□
人
の
た
め
─
見
ぬ
人
の

た
め
、
55　

そ
せ素
性

い
法
師
─
素
性
法
師
、
59　

さ
き
に
け
ら
し
な
─
さ

き
に
け
ら
し
も
、
（5　

お
し
け
に
あ
る
か
─
お
し
け
に
も
あ
る
か
、
7（

　

母
従
五
位
上
紀
静
子
名
虎
子
─
母
従
五
位
上
紀
種
子
名
虎
女
、
80　

春
の
ゆ
く
へゑ

も
─
は
る
の
ゆ
く
ゑ
も
、
8（　

延
喜
元
年
哥
也
追
入
─
ナ

シ
、
85　
（
作
者
注
）「
好
風
」
ナ
シ
、　

88　

大一
本伴
く
黒
主
ろ
ぬ
し
─
大一
本伴

黒
主
、
同　

ち
る
を
おゝ

し
ま
ぬ
─
ち
る
を
お
し
ま
ぬ
、
90　

平
城
天
皇

也
─
平
城
天
皇
、
（0（　

て
た
に
ふ
き
た
る
─
手
た
に
ふ
れ
た
る
、
（07　

「
典
侍
洽
子
朝
臣
」
小
字
書
入
、
同　

な
つ
（
マ
マ
（に
し
と
ま
る
─
な
く
に
し

と蔵人
右
少
将
ま
る
、
（08　

み
や
す
む
所
家
に
─
み
や
す
ん
所
の
家
に
、
同　

藤
原

の中
納
言
有
穂
子
男

ち
か
け
─

後
蔭

藤
原
後
蔭
蔵
人
右
少
将　

中
納
言
有
穂
男
、
（2（　

こ
し
ま
のか

さ
き
の
─
こ
し

ま
の
さ
き
の
、
（25　

清
友
贈
太
政
大
臣

嵯
峨
后
父

─
ナ
シ
、
（27　

お
も
◦
（
マ
マ
（ゆ

る
か
な

─
お
も
ほ
ゆ
る
哉
、
（32　

た
く
ふ
心
（
マ
マ
（─

た
く
ふ
心
か
、
（33　

や
よ
ひ日

の

─
や
よ
ひ
の
、
（3（　

亭
子
院
の
哥
合
の＼
に

─
亭
子
院
の
哥
合
に
、
（（3　

は

し
め
て
な
き
け
る
を
き
ゝ
て
よ
め
る
─
は
し
め
て
な
き
け
る
を
き
ゝ
て
、

（5（　

わ
か
や
と
に
な
は
（
マ
マ
（─
わ
か
や
と
に
な
け
、
（（（　

さ
け
た
ふ＼
う

へ
け
る

に
─
さ
け
た
う
へ
け
る
に
、
（（5　

た
ま
し
（
マ
マ
（あ

さ
む
く
─
た
ま
と
あ
さ
む

く
、
（90　

人
さ
へ
そ
（
マ
マ
（き
─
人
さ
へ
そ
う
き
、
223　

枝
も
た
わ
ゝ
に
─
枝

も
たと

をわゝ
ゝ
に
、
238　

み
な
哥
よ
み
て〻
け
る
─
み
な
う
た
よ
み
け
る
、
2（5

　

花
に
て
有
け
る
─
花
に
そ
あ
り
け
る
、
2（7　

あ
つ（
マ
マ
（さ
ゆ
に
─
あ
さ
つ

ゆ
に
、
25（　

い
ろ
つ
き
に
け
り
─
う
つ
ろ
ひ
に
け
り
、
2（9　

つ
か
う
ま

つ
れ
り
け
る
と
な
む
─
つ
か
う
ま
つ
れ
る
と
な
む
、
272　

き
く
う
へ
た

り
け
る
に＼
を

よ
め
る
─
き
く
う
へ
た
り
け
る
を
よ
め
る
、
同　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

─
延
喜
元
年
以
後　
　
　
　

贈
位
以
前
仍
姓
朝
臣
書
之
、
273　

い
早
晩つ
か
ち
と
せ
を
─
早
晩

ち
と
せ
を
、
275　

思
し
菊
を
─
思
し
花
を
、
278　

花
を＼
と

こ
そ
見
れ
─
花

と
こ
そ
み
れ
、
28（　

ゝ
（
ち
）
り
ぬ
へ
し〻み

─
ゝ
（
ち
）
り
ぬ
へ
み
、
28（

　

秋
（
マ
マ
（そ

か
な
し
き
─
我
そ
か
な
し
き
、
305　

つ
か
ま
つ
り
け
る
─
つ
か

う
ま
つ
り
け
る
、
307　

ぬ
れ
ぬ
日
そ
な
き
─
ぬ
れ
ぬ
日
は
な
し
、
309　

も
て
い
な
む
─
も
て
い
て
な
む
、
3（0　

よ
め
る
─
よ
め
り
け
る
、
335　

（
前
略
）
ゆ
き
の
ふ
れ
る
を
よ
め
る
╱
題（
マ
マ
（し
ら
す　

よ
み
人
し
ら
す
╱

小
野
た
か
む
ら
の
朝
臣
─
「
題
し
ら
す　

よ
み
人
し
ら
す
」
ナ
シ
、
35（

　

貞
保
一二

品
式
部
卿
─
貞
保
二
品
式
部
卿
、
同　

延
喜長

二
年
薨
─
延
長

二
年
薨
、
同　

す
く
る
月
日
は
─
す
く
す
月
日
は
、
352　

一
品
式
部
卿

延
喜
元
薨
号
八
条
宮
─
一
品
式
部
卿
号
八
条
宮
延
喜
元
年
薨
、
353　

そ

せ素
性

い
法
し師

─
素
性
法
師
、
35（　

よ
み
侍〻
け
る
─
よ
み
侍
け
る
、
357　

延

喜
十
七
年
従
二
位
奉
養
延
喜
聖
主　

承
平
七
年
薨
六
十
五　

定
国
延
喜

六
年　

同
七
月
薨
四
十
─
奉
養
延
喜
聖　

延
喜
十
七
年
従
三
位　

定
国

延
喜
元
年
以

仍
注
姓
朝
臣

後
贈
位
以
前
書
之
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延
喜
六
年　

同
年
七
月
薨
四
十
、
3（（　

四
年
二
月
十
日
立
太
子
十
六
年

十
月
元
服
廿
三
年
三
月
廿
一
日
薨
廿
一
本
名
崇
象
十
一
年
改
─
四
年
立

太
子
、
3（（　

あ
さ
た
た
（
マ
マ
（ち

て
─
あ
さ
た
ち
て
、
3（9　

袖
の
つ
ゆ
け
きさ

─

袖
の
つ
ゆ
け
き
、
37（　

な
に
こ心ゝ
ち
せ
む
─
な
に
心
ち
せ
む
、
37（　

な

に
は
の
よ
ろ
つ
よ＼
を

─
な
に
は
の
よ
ろ
つ
を
、
379　

詞
書
小
字
補
入
、
39（

　

き
み
かに

ゆ
く
─
き
み
か
ゆ
く
、
39（　

君
と
ま
る
へ
く
─
立
と
ま
る
へ

く
、
397　

あ
め
の
い
た
くう

─
あ
め
の
い
た
う
、
同　

ま
か
り
い
て
け
る

おを

り
に
─
ま
か
り
い
て
け
る
お
り
に
、
399　

わ
か
れ
け
る
時
に
─
わ
か

れ
け
る
に
、
（0（　

わ
か
れ
け
る
おを

り
に
よ
め
る
─
別
け
る
お
り
に
よ
め

る
、
（05　

わ
か
れ
に
け
る
所
に
て
─
わ
か
れ
け
る
所
に
て
、
（0（　

む
か

し
な
か
ま
ろ
─
昔
な
か
ま
ろ
を
、
（（0　

こ
の
河
の
ほ
と
り
に
─
そ
の
河

の
ほ
と
り
に
、
（（3　

壬
生
よ
し
な
り
か
女
む
す
め
─
壬
生
よ
し
な
り
か
む

す
め
、
（（（　

ま
か
り
け
る
時
に
─
ま
か
り
け
る
時
、
（（7　

ふ
た
み
の
□

□
□
─
ふ
た
み
の
う
ら
を
、
同　

た
う
へ
□
□
□
─
た
う
へ
け
る
に
、

同　

あ
り
け
る
人
〳
〵
の
─
あ
り
け
る
人
〳
〵
、
同　

ふ
ち
は
ら
の
か

ね
す
け
の
あ
そ
む
─
ふ
ち
は
ら
の
か
ね
す
け
、
（（8　

あ
ま
の
か
は
と
い

ふ
所
の
ほ
と
り
に
─
あ
ま
の
河
と
い
ふ
所
の
か
は
の
ほ
と
り
に
、
（（（　

ふ
り
は
い
（
マ
マ
（て

─
ふ
り
は
へ
て
、
（（3　

世
をお

は
な
し
と
や
─
よ
を
は
な
し

と
や
、
（50　

た
か
む
こか

の
と
し
は
る
─
た
か
む
こ
の
と
し
は
る
、
（57　

兼か
ね
み
の
お
ほ
き
み

覧
王
─
か
ね
み
の
お
ほ
き
み
、
（（3　

秋
く
れ
は
─
秋
く
れ
と
、
（（5

　

中
ニ
也　

非
ニ
汝
ニ　

非
長
─
ナ
シ
、
532　

お
き
つ
に
も
─
お
き
へ

に
も
、
55（　

つ
か
は
し＼
せ
りけ

る
─
つ
か
は
せ
り
け
る
、
58（　

秋
の
よ田

の
─

秋
の
田
（「
よ
」
を
訂
正
）
の
、
589　

せ
う
そ
こ
す
と
き
ゝ
て
つ
か
は

し
け
る
─
せ
う
そ
こ
す
と
き
ゝ
て
よ
み
て
つ
か
は
し
け
る
、
592　

我
は

す
□
哉
─
我
は
す
る
哉
、
598　

ふ
り
い
て
つ
ゝ
な
く
─
ふ
り
い
て
ゝ
な

く
、
（00　
「
み
つ
ね
」
ナ
シ
、
（02　

あ
□
れ
と
や
み
む
─
あ
は
れ
と
や

見
む
、
（09　

ま
さ
り
て
おを

し
く
─
ま
さ
り
て
お
し
く
、
（32　

よ
ひゐ

〳
〵

こ
と
に
─
よ
ゐ
〳
〵
こ
と
に
、
（3（　

み
つ
ね
─
凡
河
内
み
つ
ね
、
（（0　

竉
一
説
ウ
ツ
ク　
　
　
　

一
説
チ
ヨ
ウ
用
之
云
ゝ
─
竉
、
（（7　

夢
に
い
く
ら
も
─
ゆ
め
に
い
く
から
も
、

（5（　

人
め
を
よ
く
と
─
人
め
を
も
る
と
、
（90　

す
（
マ
マ
（ゝ

す
ね
に
け
り
─
さ
ゝ

す
ね
に
け
り
、
722　

そ
せ
い
─
そ
せ
い
法
し
、
738　

人
を
と
ふ
を
も
─

人
を
と
ふ
と
も
、
739　

ま
て
と
い
は
むゝ

─
ま
て
と
い
は
ゝ
、
7（0　

延
喜

八
年
─
延
喜
八
年
二
月
、
7（8　

仲
平
延
喜
八
年
参
議
枇
杷
左
大
臣
─
仲

平
、
755　

あ
ま
は
□
□
□
□
─
あ
ま
は
よ
る
ら
め
、
7（9　

貞
朝
臣
登
備

中
守
仁
明
御
子
─
「
備
中
守
」
ナ
シ
、
77（　

い＼（
朱
（今ま

は

ヽ

こ

ヽ

し
と
─
今
は
こ

し
と
、
775　

月
や夜

に
ヽ

は
─
月
よ
に
は
、
798　

よ
み
人
し
ら
す
─
ナ
シ
、

80（　

む
ね
ゆ
き
の
朝
臣
─
む
ね
ゆ
き
の
あ
を
む
、
807　

典
侍
藤
原
直
子

朝
臣
─
典
侍
藤
原
な
ほ
い
こ
の
朝
臣
直
子
、
829　

雨
に
ふ
ら
な
む
─
雨
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と
ふ
ら
南
、
830　
「
忠
仁
公
」
ナ
シ
、
同　

仍
雖
不
辞
官
前
ト
書
也
前

後
由
也
─
仍
雖
不
辞
人
前
ト
書
也
前
後
之
由
也
、
83（　

お
さ
め
て
け
る

の
ち
─
お
さ
め
て
け
る
の
ち
に
、
同　

太
政
大
臣
関
白
始
─
ナ
シ
、
832

　

か
む
つ
け
の
み
ね
をお

─
か
む
つ
け
の
み
ね
お
、
833　

ね
て
も
見
えて

け

り
─
ね
て
も
見
てえ

け
り
、
838　

身
ま
か
り
に
け
る
時
─
身
ま
か
り
に
け

る
時
に
、
8（（　

在
兼
輔
集
─
ナ
シ
、
同　

衣
の
袖
は
─
衣
の
袖
の
、
8（8

　

嵯
峨
源
氏
融
─
ナ
シ
、
同　
（「
お
ほ
い
ま
う
ち
き
み
」
に
左
傍
書
）

左
の
─
ナ
シ
、
同　

能
有
文寛
平
七
年徳
源
氏
于
時
大
納
言
左右

大
将
民
部
卿
皇
太

子
傅
─
寛
平
七
年
大
納
言
右
大
将
民
部
卿
皇
太
子
傅
、
85（　

む
か
し

の
ゝこ
さ

き
に
─
昔
の
こ
さ
に
、
853　

利
基
高
藤
公
兄
─
ナ
シ
、
857　
（
詞

書
注
）
敦
慶
親
王
─
ナ
シ
、
同　

五
の
み
こ
にと

─
五
の
み
こ
に
、
859　

こ
ゝ
ち
の
─
こ
ゝ
ち
、
8（（　

な
り
に
け
る
時
に
─
な
り
に
け
る
時
、
8（（

　

さ
き
の
おお
ほ
きほ

い
ま
う
ち
き
み
の
─
さ
き
の
お
ほ
い
ま
う
ち
き
み
の
、

8（9　

ふ
ち
は
ら
の
く
に
つ
ね
の
朝
臣
の
─
ふ
ち
は
ら
の
く
に
つ
ね
の
朝

臣
、
同　

寛
平
六
年
五
月
五
日
中
納
言
即
従
三
位
─
国
経
寛
平
六
年
五

月
五
日
任
中
納
言
即
従
三
位
、
同　
「
于
時
大
納
言
右
大
将
民
部
卿
皇

太
子
傅
」
ナ
シ
、
885　

恵
子
─
慧
子
、
88（　

も
と
か
らし（
朱
（は
─
も
と
か
し

は
、
9（2　

見
ま
く
ほ
し
き
は
─
見
ま
く
の
ほ
し
き
、
9（（　

ま
か
れ
り
け

る
時
に
─
ま
か
れ
り
け
る
時
、
920　

敦
慶
也
後
式
部
卿
─
ナ
シ
、
927　

た
ち
は
な
の
な
かり

も
り
─
た
ち
は
な
の
な
か
も
り
、
930　

惟
喬
親の
み
こ
の王
母

─
惟
喬
の
み
こ
の
母
、
937
〜
95（
補
写
、
9（2　

つ
の
く
に
の
─
つ
の
く
に
、

9（（　
清
樹
橘
也　
　

宮
道
ハ
潔
興
也
─
清
樹
、
98（　

あ
れ
ま
く
も
おを

し
─
あ
れ
ま
く
も
お
し
、

98（　

や
と
れ
り
け
る
時
に
─
や
と
れ
り
け
る
時
、
992　

橘
く
す
な
おを

か

女
─
橘
く
す
な
お
か
女
、
998　

き
こ
へ
つ
る
（
マ
マ
（な

む
─
き
こ
へ
つ
か
な
む
、

（00（　

あ
は
む
と
も
へ
は
─
あ
は
む
と
お
も
へ
は
、
（005　

は
つ
し
く
れ
─

う
ち
し
く
れ
、
（00（　

延
喜
七
年
六
月
八
日
崩
卅
六
─
ナ
シ
、
（007　

小
字

で
右
旁
に
再
度
書
く
、
（008　

花
の
な
ゝ
れ
や
は
（
マ
マ
（─
花
の
な
ゝ
れ
や
、
（0（3

　

あ
さ
な
〳
〵
よき
く

ふ
─
あ
さ
な
〳
〵
よ
ふ
、
（027　

我
お
ほ
し
て
ふ
─
我

お
ほ
し
と
い
ふ
、
（033　
「
平
貞
文
」
小
字
補
入
、
（05（
〜
（0（（
補
写
、
（0（7　

よ
ま
せ
た
ま
ふ
け
る
─
よ
ま
せ
た
ま
う
け
る
、
（0（9　

た
の
し
き
を
へ
め

─
た
の
し
き
を
つ
め
、
（073　

し
ま
こ
き
か
へ
る
─
し
ま
こ
き
か
く
る
、

（082
〜
（090
補
写
、
（099　

余
白
の
墨
囲
中
に
「
後
勘
麻＼
を
ふ生

仲
実
朝
臣
お
字
僻

事
也
と
哥
合
判
シ
タ
リ
」
と
書
入
（
本
文
同
筆
）、
（（03　

お
も
か
け
に

の
見
（
マ
マ
（え

わ
た
る
哉
─
お
も
か
け
に
の
み
見
え
わ
た
る
哉
、
（（05　

水
の
尾お

の
み
か
と
の
─
水
の
お
の
み
か
と
の
、
（（0（　

奥山
の

す
か
の
ね
し
の
き
ふ
る

雪
下
─
奥
◦
本
マ
ヽ
山す

か
の
ね
し
の
き
ふ
る
雪
下
、
（（07　

わ
き
も
こ
かに

─
わ
き

も
こ
に
、
（（（（　

つ
み
し
も
ゆ
か
む
─
つ
み
に
も
ゆ
か
む
、
真
名
序　

古

今
和
哥
集
序
─
古
今
和
歌
集
序
、
同　

春
鶯
之
囀
─
春
鶯
之
転囀
、
同　
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雑
─
雑
躰
、
同　

富
緒
川
之
篇
報
─
富
緒
之
篇
報
、
同　

綿
〻
不
絶
─

錦（
マ
マ
（〻
不
絶
、
同　

大
夫
之
前
─
丈
夫
之
前
、
同　

宇
治
山
僧
撰＼
喜
撰喜
─

如
本

宇

治
山
僧
撰本
マ喜ヽ

、
同　

時
歴
十
代
─
時
暦
十
代
、
同　

風
流
如
野
宰
相
─

風
如
野
宰
相
、
同　

皆
以
他
才
聞
─
皆
以
他
才
間
聞
、
同　
「
陛
下
」

の
前
に
「
＼
伏
惟
他
本
有
之
」
と
書
入
、
同　

御
宇
◦
＼
天
下
他
本于
今
九
載
─
御
宇

今
九
載
、
同　

壬
生
忠
峯
─
壬
生
忠
岑
、
同　

古
今
◦
＼
和
哥
他
本集
─
古
今
和
哥

集

　

こ
こ
で
も
先
の
諸
本
と
同
様
に
、
貞
応
元
年
十
一
月
廿
日
本
が
冷
泉
家

本
貞
応
二
年
七
月
廿
二
日
本
と
異
な
る
と
考
え
た
五
十
一
箇
所
に
つ
い
て

比
較
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

　

補
写
部
分
─
（5 

（9
の
二
箇
所

　

こ
れ
ら
を
見
る
と
、
や
は
り
本
書
も
貞
応
元
年
十
一
月
廿
日
本
の
特
徴

を
具
え
て
い
る
と
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

も
う
一
つ
言
っ
て
お
き
た
い
こ
と
が
あ
る
。
奥
書
を
ほ
ぼ
同
じ
く
す
る

桃
園
文
庫
本
の
こ
と
で
あ
る
。
前
稿
88
頁
を
参
照
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
わ

か
る
よ
う
に
、
本
書
と
桃
園
文
庫
本
の
本
文
は
特
徴
が
ほ
と
ん
ど
一
致
し

て
い
な
い
。
や
は
り
前
稿
で
述
べ
た
よ
う
に
桃
園
文
庫
本
は
そ
の
奥
書
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
貞
応
元
年
十
一
月
廿
日
本
で
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
。

〔
注
〕

（
（
）　

拙
稿
「
貞
応
元
年
十
一
月
廿
日
定
家
奥
書
本
古
今
集
考
─
寂
恵
の

古
今
集
研
究
に
つ
い
て
（
続
）
─
」（「
斯
道
文
庫
論
集
」
39
平
（7
・

2
）。

（
2
）　

こ
の
署
名
は
花
押
様
で
あ
る
。

（
3
）　

松
田
武
夫
氏『
勅
撰
和
歌
集
の
研
究
』（
昭
（9
刊
）（8
─
（9
頁
。な
お
、

園
林
文
庫
旧
蔵
本
八
代
集
は
現
在
で
は
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
（
B
四
─

四
八
）
と
な
っ
て
い
る
。

（
（
）　

な
お
、
園
林
文
庫
旧
蔵
本
は
B
〜
E
奥
書
の
前
に
あ
っ
た
は
ず
の

貞
応
元
年
十
一
月
廿
日
定
家
奥
書
ま
で
は
転
記
し
て
い
な
い
。

（
5
）　

井
上
宗
雄
氏
『
中
世
歌
壇
史
の
研
究　

南
北
朝
期
』（
昭
（0
刊
、

改
訂
新
版
昭
和
（2
刊
）
89
、
255
頁
。

（
（
）　

園
林
文
庫
旧
蔵
本
に
つ
い
て
は
国
文
学
研
究
資
料
館
の
マ
イ
ク
ロ

　

本
書
本
文
が
前
稿
の
三
本
と
一
致
す
る
も
の
─
1
5
6
7＊
8
9＊
（（ 

（2 

（3

  

（5 

（（ 

（7 

（8 

2（ 

22 

23 

2（ 

2（ 

27 

29  

30 

3（ 

33 

3（ 

35 

3（ 

37 

38 

39 

（3 

（（ 

（7 
（8  
5（
の
三

十
四
箇
所
（
＊
を
付
し
た
の
は
ほ
ぼ
一
致
し
た
も
の
）

＊

　

本
書
本
文
が
前
稿
の
三
本
と
一
致
し
な
い
も
の
─
2
3
4 

（0 

（（  

（9 

20  

25 

28 

32  

（0 

（（ 

（2 

（（  

50
の
十
五
箇
所
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フ
ィ
ル
ム
で
確
認
し
た
。
な
お
、
こ
の
奥
書
に
つ
い
て
は
浅
田
徹
・

山
本
ま
り
子
両
氏
「
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム

に
よ
る
古
今
和
歌
集
奥
書
集
成
（
一
）」（「
調
査
研
究
報
告
」
20
平

（（
・
（
）
に
古
今
四
六
と
し
て
翻
刻
さ
れ
た
も
の
も
参
照
し
た
。

（
7
）　
『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
』（
続
群
書
類
従
完
成
会
本
）
第
二
十
二
、

33（
頁
。

（
8
）　

同
第
十
、
275
頁
。

（
9
）　

同
第
十
二
、
335
頁
。

（
（0
）　

前
掲
井
上
氏
著
書
90
頁
。
ま
た
、
龍
門
文
庫
に
は
、
他
に
田
村
宗

永
が
天
和
三
年
八
月
二
十
七
日
、
版
本
に
東
野
州
常
縁
自
筆
本
か
ら

声
点
や
注
を
移
写
し
た
本
が
あ
る
（
九
─
五
─
七
五
二
）。

（
（（
）　
「
池
田
出
雲
守
」
と
は
池
田
長
常
（
備
中
松
山
藩
主
、
慶
長
十
四

─
寛
永
十
八
、
一
六
〇
九
─
四
一
、
三
三
歳
、『
新
訂
寛
政
重
修
諸

家
譜
』
第
五
、
70
頁
）
の
こ
と
か
。

（
（2
）　
「
東
海
大
学
蔵　

桃
園
文
庫
影
印
叢
書
」
第
五
巻
（
平
3
刊
）
に

影
印
が
あ
る
。

（
（3
）　

も
っ
と
も
、
影
印
で
見
る
限
り
、
奥
書
の
末
尾
に
は
余
白
が
あ
り
、

さ
ら
に
奥
書
が
続
い
て
い
た
か
は
疑
わ
し
い
。

〔
付
記
〕　

本
調
査
に
際
し
、
御
所
蔵
資
料
の
閲
覧
等
に
便
宜
を
与
え
ら

れ
た
、
公
益
財
団
法
人
阪
本
龍
門
文
庫
、
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館

に
深
く
謝
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。


